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「 地域・保護者交流フライングディスク体験 」 

   教務主任 長谷川 伸茂 

 

 10 月 12 日（土）土曜参観の日に東京都障害者フライングディスク協会の方を講師にお招きし、本校

でフライングディスク体験授業が行われました。本授業は２学年の生徒を対象に行われましたが、生徒

だけでなく、地域にお住まいの方、２学年の保護者にも参加を募り、交流授業として行われました。 

  講師の方々からのお話の中で、「フライングディスクは誰でも平等に楽しめるスポーツ」とありまし

たが、その言葉のとおり、当日は全ての参加者に笑顔が見られました。生徒の中には休憩時間中にもデ

ィスクを投げる様子が見られ、本当に楽しんでいて、約２時間の活動が本当にあっという間でした。ま

た、参加いただいた地域の方からも「初めて校舎内に入り、初めて生徒の皆さんと関わりましたが、楽

しんでいる生徒の皆さんからエネルギーを分けてもらったし、本当に楽しかったです。」とお言葉をい

ただけました。これを機に、これからも地域の方とも関わり、本校のことを知ってもらい、関係を深め

ていけたらと思っております。最後になりますが、当日参加いただいた保護者の皆様、参加予定ではな

かったけど、お手伝いいただいた保護者の皆様の協力があり、無事に楽しく体験を終えることができま

した。本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 実習を通して考えたいこと 」 

進路指導主任  根来 茂憲 
 

10 月 21 日（月）からⅡ期実習期間が始まりました。１年生は校内実習、２年生と３年生は引き続き

トライアウト実習や現場実習に取り組みます。実習において最も挙げられるキーワードが「挨拶」で

す。なぜなら挨拶は、他者との関係を築くための重要な第一歩であり、身だしなみと同様に大切だから

です。生徒たちが「おはようございます」や「ありがとうございます」といった挨拶をすることで、相

手に敬意や感謝の気持ちを伝えられ、周囲との良好な関係を築けます。そして、清潔感のある身だしな

みは、相手に良い印象を与え、挨拶と共に信頼や好感を生む要素となります。保護者の皆様には、日常

生活で挨拶や身だしなみのお手本を示し、日々その重要性を伝えていただければと思います。 

また、生徒の皆さんにはチャレンジする気持ちを忘れないで欲しいと思います。実習を通して、失敗

して怒られるのが怖くて「やらない」ことを選ぶのではなく、「やってみる、続ける」ことで必ずできる 

ことが増えるという気持ちをもって臨んでほしいと思います。応援しています。 
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